
２つの数の真ん中の数をかけて、１引きます 

 

①２０×２０－１＝３９９ 

②３０×３０－１＝８９９ 

③４０×４０－１＝１５９９ 

 

 

かけられる数の十の位に１をたした数と、かける数の十の位の数をかけて、その下に

９９をつけます。 

 

（２＋１）×１＝ ３  →  ３９９ 

（３＋１）×２＝ ８  →  ８９９ 

（４＋１）×３＝１５  → １５９９  


